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第一章 緒 言

「グ リ セ リ ン」馬 鈴 薯 轟分 離 培 養 サ レ タ ル結 核 菌

ノ集 落 形 態 二踊 シテ ハ住 吉 博 士 ωノ研 究 ア リ。

「グ リ'セリ ン」馬 鈴 薯 ハPetragnani氏 培 地 ♪

共 二結核 菌 ノ分 離培 地 ト シテ代 表 的 ノモ ノナ レ

ドモ、近 時 、岡 、片 倉 氏 培 地 ハ操 作 ノ簡 易及 ビ登

育 ノ良 好 ナル黙 二於 テ推 奨 サ レ廣 ク臨 休 上 二慮

用 サ レツ ・ア リ。 コ ・二於 テ著 者 ノ・、 岡、 片 倉

氏 培 地 二分 離 培 養 サ レ タル結 核 菌 ノ集 落 形 態 洗

観 察 スル コ トノ・臨 林 的細 菌學 ト《シテ必 要 ナ ル ノ 、

ミナ ラズ カ ・ル分 離 直後 ノ新 鮮 ナ ル(郎 チ 人 工

培 養 ノ世 代 ヲ重 ネザ ル)集 落 ノ形 態 膨 伏 ラ 究 メ

置 ク コ トハ假 令 軍 個 菌 ヨリ嚢 達 セ シ集 落 ノ ミエ
嚇

誇

第二章

ノ

ノ、ア ラザ ラ ンモ集 落 解 離 ノ研 究 上 何 等 力得 ル所

アル ベ シ ト考 へ、 種 々 ナ ル材 料 ヨ リ結 核 菌 ラ該

培 堆 二分 離 培 養 セ登 見 サ レ タル集 落 ノ観 察 テ企

テ タ リ。 爾 ホ結核 菌 ノ分 離 培 養 二際 シテ非 病 原 、

性抗 酸 姓 菌 モ 分 離 サ レ得 ル ハ 周知 ノ 事 實 論 シ

テ、(2j{3)f4}{5){6){7)近時 臨殊 家 ・=一於 テ モ 結 核 菌 ト

非病 原 性抗 酸 性 菌 ノ鑑 別 診断 ノ忽 ニ ス ベ カ ラザ

ル 事 ガ認 メ ラ レツさ ア リ.偶 曙 者 ハ 本 實 験 中

昌非 病 原 性抗 酸 性 菌 テ分 離 セ シ コ ト珍 シ カ ラザ

ル テ経 験 セ リ.コ ・二非 病 療 性 抗 酸 性 菌 二關 ス

ル観 察 所 見 モ併 掌報 告 セ ン ト欲 ス
。

'へ

、

實駿方法及ビ材科

分離培養法。結核菌デ分離培養セントスル材料

テ硝子乳鉢二入 岨 棒ニテ研磨・乳帥 ナ.シタ
ル後4%硫 酸水テー.me宛加ヘツ ・研和、途二材

、 ノ

粁 ノ約10倍 量 ノ硫 酸 水 テ加 ヘ シ割 合iS:一至 ラ シ

ム・ コ脅 滅 菌 セル護 謹 栓 靖 ス ル 「ス ピ
ッツ グ

ラ ス」・=入 レ時 々振 盈 シ ツ ・30分 乃 至1時 間 欺
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置 シタル後、遠心沈澱 シ沈渣テ岡r片 倉氏培地
・`8}二塗抹 セリ

。

観察方法。培養後1ケ 月目二集落 テ「ルーペ」テ

テ観察 シ、形態、色素産成及ビ漁潤度二注意シ

タル後、集落 ノー部 ラ釣菌 シ生理的食臨本 テ入

レタル試験管 ノ壁高移 シ白金耳テ以テ乳剤 トナ

シ易キヤ杏ヤサ 検 シ、1又Ziehl-Neelsen氏 染

色 ラ施 シタル塗抹標本ヲ作 り鏡検 セリ。^カクシ

テ色素震域異常ナルモノ、漁潤セルモノ、容易

二乳剤 トナシ得ルモノ或ノ、染色所 見異常ナルモ

ノ即チ通常 ノ結核菌 ト僅少ナリト錐モ趣 テ異二

・スル集落 ヲ蛋見 スレバ、岡、片倉氏培地及 ビ「グ

リせ リン」寒芙二累代植次 ギ増殖状態 テ観察ス

ルノミナラズ1毎 回R6mer氏 反感陰性 ノ海

狸二接種 シ結核菌ナリや否 やヲ決定 セリ。 カカ

ル検査テ施サザル所 ノ明二結核菌 ト認 メテ誤 り

ナカルベシト鑑定 セシ他 ノ総ラノ集落 モ亦全部

岡、片倉氏培地及 ビrグ リ沸リン」寒天二植次 ギ

其後 ノ増殖状態テ観察 シ普通 ノ結核菌 ト異ナル

貼ナキヤヲ検査セリ。観察セシ集落 ノ分類ノ、本

論文第1報(9}二 於 テ報告 セシ分類附號 テ用 ピタ

リ。但 シ前報二於 ケ粗面球状 ノ集落(VI型 〉ヲ理

論上R型 トS型 ノ中間型 トセシモ、本報二於テ

ハ實際上 ノ性状二基キコレテ輩二R:型 ト看倣シ

成績ヲ整理セリ。

材料。個々ノ集落ラ囁周 シ得ル程度昌結核菌テ

分離培養 シ得 タル材料 ノミテ選 ピタリ。即チ下
妻

記 ノ如 シ。

喀 庚 ・・… ・'80例

寒 性 膿 瘍 ノ膿 汁9例

,肛門 属 国 膿瘍 ノ膿 汁18例

胸水

謄脊髄液

筋鞘 ノ結核

結核性膿胸ノ痩管

痔痩 ノ痩管

實験的結核海狸ノ臓器

合計

調

物

11例

1例

18例

121

146例

第三章 成 績

第 一節 舜離 培養 二於 ケノV結核菌 ノ集落 形態

.'喀疾80例 、 膿汁拉 ビ 二藍液34例 及ビ組織 分離培養 シタル トキ嚢見セシ結核菌 ノ集落 ノ詳

33例 帥 チ合計146例 ノ材料ヲ岡、片倉氏培地三 綱ノ・第1,第2及 ビ第3表 呈示 セリ。

1第1表 喀擁護リ分離培養シタル結核菌ノ集落(其1)

番號 患 梱 者

集 落 ノ種 類 観察セシ集
落 撒

1型{理1曜II割V酬VI型 極 製{m型1・X型

1 玉

曳
{! … 十 68

i

2 !十 i 980一 ・
3 +i珊

}
十 帯 1546一

4 i十セ 4一
5 十 1+

23一
6 十 i十 486

7 十
ξ 十

2881
8 E 十

i

l十 十 20一
9 十 十 {柵 456一

10 i 十
}

1十 を 23一
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P

残

夢

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20
幽駄

21

22

23

24

25

26

27
一 一

28
『

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

4毎
一

46

47
一一 一 剛

48

49

50

51

52

53

54
}

一

55

≡
=謹

」し

,

鹿野一入型結核菌ノ集落形態三蔵テ

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
ア 　　　

噴十

十

十

十

十

一甘

}十

+

一十

「柵

一十

十

[十

+
齋

十

}十

一
十

十

無

t

「ギ

十

一十

十

一十

十

柵

十

一帯

㎜替

一,赫

十

【十

一十

㎜柵

τ
+
一帯

一帯

「十

一
柵
一十

一十
」
帯
一十

十

一十

{十

一十

柵

一十
一
十

一十

}柵

一十

{十

一十

一十

一十

十

十

十

赫
…
+

十

十

十

十

〔第21管

甘

帯

十

惜

援 韓

26

2031

40
__L一

15

21

93

16
㎜

H3

1

L

i

ト

「

蛸 艀

31
一

12 ヒ

87
`㎜

261

12

4 :

」55

8

228

600、

6

28

700

126一 一

70

23

450

司

享

聰

311
{

1

?0

24

242

56

16

189

403

600

296

43

364

1 ム

106 瞬

50

1
評

62
き

姻

藍

一
125

i
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触
寵

56

57

58

59
一

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

、72

73

74

75

76'
ゴ噌

77

78

:79

80

一≡

一目
一、一　一

導

.+

下

十

柵

　十

一十

一十

一十

一

丁

不

赫

一+

帯

十

十

、柵

十

十

'

b

3

2

1

2

拗
22

1

1

㎜
2

99

3

1

36

71.

鋤
6

21

娼

㎝一
15一華

3

1

11

姻
r

-

匪

十

}一

F

一

}一

i…

十

♪

韮

…

一
…

…

一

十

十

十
:

一十

帯

柵

十

誓̀

…

・1

等

ー

タ癖

一
…

一

……

韮

十

柵

十

十

十

十

十

十

十

柵

十

十

(其2)

←
分離 培養全例

80例

(其3)1
ぴ

分離培養全例80例 皿型我 方V麹 ヲ登 尻 毛シ例

R型 ノミ螢見 セ シ例64例R型 及 ビS型 ヲ共 二登 見 セシ例

S型 ノミヲ肇 見 セ シ例3例 ・

第2表 膿汁及 ビ髄液 ヨリ分離培養 シタル結核 菌1集 落(其1)

1

1襯 サ レタ ル籍

・劉 哩
ご

皿型 IV型 V型 VI型 咽lv哩 Ix型

1例7例 43例 8例 62例 8司 5例}8冊

75例 ・

13例

集 落 ノ 種 類 観 察 セ・

1型{∬型塵i圃v型v・ 型鯉i咽IX型 鱗 卿

欝

番號

1

2

3

4

材 料

寒性膿瘍(脊 椎 カリエス)

同 上(同,上)

同 上(同 上)

同 上(同 上)

患 者

十

十

十≒螺
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壽

華

16ブ
此暫 吻'～ 一一 一"

一
5:同 上(同 上) 】 1 一

一

一

十一
十一
十一

一
十

一
十一
柵

一一1 一

一

一

一

一

一

136
6… 同 上(肋 骨 カ リエス)ρ

1
■■■■}

一1一 一

一一一「一

{_一
150

7` 同 上(肩騨關節結核) 一

一

一

一

一 一
'一H
一

一 一

{ 一
} 　

一

一
'

400
一 一8摘 上(欄 醗 核) 一 十一

一

一i

9 {
一

一
450

雨 上(頸部淋巴腺結核)回 ■■
・一1T
一 「一

48
10肛 門 周園膿瘍

1■■ ■■
一i一

150
111同 上 一

一

一
十

一

一
十一

一

一

一

}+

一

一モ_ _用 一
1
1 一9～

3{識4五

同 上

同 上

320一一 一 一 ㎜ 雨

217
一 一

一一
一

一

一

一

600
14 同 上 一 _i_

15 同 上 一 十

一

一 十 一 一
十

13一
16 同 上

一 一 一

「

一
朴

▼胃胃

325一
17 同 上

一}一一 冊一 _i土 十一
十一

～

一

一

一

一

一

一

一

一

131

11218 同 上 一 一

一

一

一

一
十

一

十 18219 同 上 一
十

一
赫一
什一
軒

一
一

5420
』同 上 一

7921 同 上 一

一
十一

一 ξ

十
一 1　 一

i+ 一
19・22

同 上 一 一

一

一

一

一

一

一

323 同 上 一 十一一 一 一
十 一

暫}

一
20 蛆

24 同 上 一
5525 同 上 十 督一

十一

一 一

一 一
4626 同 上

◎

■■■■ 一,

十一
一 一 一

一
一

一
十一

一
300

㌦27 同 上 一 帯一
十一
昔一
十

{

28i胸 水

一
十

一
一

一

一

一
十

184一
十

一
十

㎜

37
一

一
十

一
什

一
赫

2gl 同 上 一
30 同 ま

一 一

十 ,19一
31 同 上

一 一
赫 一

一

一

一
惜一

一 41

26黛2 同 上 一 十 十 十一
十

一■扁扁騨臼～{

粁一

一

一1

'33
鵬脊髄液

一

一 泌一
同 上 十

一
300 134 一

(其 ・2λ
一i

槻 サ 昭 〃購

鵜 養劉1型 ・五型 ・ 皿型:Iv型
1・

V型
垂VI型

V皿型
一

並 型lIx型

34例14例 】
き

{5例 り13例
5例 24例 2例 3例13例

(其3)

分離培養全例

m型 或 ハVI型 ヲ.y見 セ ジ例

R型 ノミ登 見セ シ例

R型 及 ビS型 ヲ共..見 セ シ

S例 型 ノミヲ螢 見 セシ例

例

例

例

例

例

級

30

聡

4

2
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●

第3表 組織 ヨウ分離培養 シタル結核菌 ノ集落(其1)

¶番 號
材 料 患 者

集 落 ノ 種 類i熱W
■_一_一 一 一 一 一嘔P一 一

i画 面 皿蜘 型陣;VI型IVH型随IIX型1集 競一
1 副睾丸結核 1甑 i+一■{ _

ト …
一

　

一

一

一

一

一

㎜

}

}レ`

㎝

{甚 多籔

2 筋 鞘 ノ結 核
一 一 幽一■舳

十

一

欝

十一
赫

63一i
3 結核性膿胸 ノ痩管 1 赫一

67一1
4, 痔痩 ノ痩管 1 十

十

273一i
5 同 上

,一

}

十一
什

十 十一
什

一}
・36一} 一

十一

一
卦 朴 続 一

一

262響 一:
7】 同 上 十一

十一
十一

一
十一
十一
十一
甘一
十

一

一

一

一

一

11欄一 一「一 「
8 同 上 1一 一一i 700

9 同 上
}

一

一
十一
十一

一

250一1
10 同 上 十 600一1

・11 同 上
i一

・一}一

__」__

53一1
12 同 上

一
十一

十一
什 十 欄一 十 76一 ・

13 同 上
一 一

1一1
14 同 上

一 一
十i十

1
-i一 一

十1

84一1 一 一i-r一

15 同 上
一

196一{
十 ・

一{

一

十一
十一

一

一
一
紐

16 同 上 一 十
}

97一1導

17 同 上

一iT 　

一
十一

十 一 13一
1亀 同 上

…

モ

十十、 一

}

一

110一;
19

暗

局 上 十 惜 96一}
20 十 譲

㎜ 十 一 15同 上 ・ 1-1=F
21 同上d_/

一
十

一
57

22 實験的結核海瞑(脾臓) 一

一

州i 十 一 一 28～

23 同 上(同 上)

一1一 一「

i 帯 1300
24 同 上(同 〆 上)

} 一 一 一
十. 5

25 同 上(同 上)" 朴 十
欄司

ζ 90

26 同 上(同r上) 一 一 一 十 50

27 同 上(同 上)

一

一

一

一
十 一

一

5

'28
同 上 警(肺 臓) 一

一

一

一

十
癌

● 3

29

一
同 上(肝 臓)

一
十 甘 一

一

33

30 ,同 上(淋 巴 腺)
1一一一

{

十
一

_L_

一
督一
什

322

31 同 上(同 上)

一F:

髄幽一呵一 騨■一幽」一圏幽幽墜墜幽墜一

3

一
1

-i一 一

垂

「 謄i一

『一 「i246
32〆 同 上(同 上)

・_一 匡
1+ 一

十

UOき

33' 同 上(同 上) 1300

(其2)

「秀醗顯 薪 馳
33例 }灘膿 ゴ躍

登 見 サ レ タ ル 集 落

劃1卸1鶏 響篇
塑

例

一皿…v

1

1文塑

2例

分離培養全例
R型 ノミ螢見 セ シ例

S型 ノ ミ豪見 セシ例

33例

30例

1例

、(其3)

皿型或ハVI型 ヲ登見 セ シ例

R型 及 ビS型 ヲ共二蟹見 セシ例

32例

2例
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該 表 テ通 覧 ス ル ニ全 例 テ通 ジテ最 モ多 ク ノ例 二

於 テ嚢 見 セ シ集 落 ハ粗 面 球 状(VI型1ニ シテ、 喀

疾62例 、 膿 汁 拉 ビニ盟 液24例 及 ビ 組 織31例

EPチ 合 計117例 二於 テVI型 テ登 見 セ リ。 而 セテ

各 個 例 二於 テ モ他 ノ形 態 ノ集 落 二比 シVI型 ラ最

モ大 ナル 割 合 二於 テ嚢 見 セ シ場 合 甚 ダ多 シ。 コ

レニ次 デ多 ク ノ例 二於 テ嚢 見 セ シ集 落 ハ李 面 的

二獲 育 シ、 粗 面 、.圓錐 歌 価 型 ノニ シ テ、 睦蕨

43例 、 膿 汁 蚊 ビ4禮 液13例 及 ビ 組 織14例 即

チ合 計70例 ← 於 テ 皿型 ヲ嚢 見 隻 リ。 面 シテ各

個 例 二於 テ モ 皿型 ノ割 合 ハ他 ノ形 態 ノ集落 二 比

シ少 ナ カ ラザ リキ。 即 チVI型 或 ハ 皿型 ヲ嚢 見 セ

シ例 ノ、喀疾80例 中75例 、膿 汁 及 ビ 盟 液34例

中30例 、 組 織33例 申32例 ニ シテ、 殆 ン ド総

テ ノ場 合 二VI型 或 ノ、皿型 テ嚢 見 セ シモ ノ ト認 メ

得 ベ ク、 而 シテVi型 及 ビ 班型 ハ 明 力・=;R型 二屡

ス。 ソ ノ他 ノ形 態 ノ集 落 ハ 比 較 的 少数 例 二於 テ

且 ツ少数 宛 嚢 見 サ,レタ リ。 夢 芽黙 ノ集 落(IV型)

ハ 喀疾 及 ビ膿 汁等 ヨ リハ 分 離 サ レザ リ シモ痔 痩

ノ痩管 ヨ紛 離サレタル卦 稀ナラ端 喀痒 ノ

1例 二於 テVI型 ノ若 干 ノ・後 二 中央 陥 凹 シ=堤防 状

ノ輪 ヲ形 成 シ、 ソ ノ輪 二覇 裂 テ認 ム ル ニ 至 レ

リ。 カ ・ル形 態 ノ集 落 ノ・本 論 文 第1報 ユ言臓 ナ

カ リ シモ傷 二他 ノ研 究 者 ノ報 告 セ ル所 ナ リ。Vll'

型 、V皿型 及 ビIX型 ハ 瀦潤 シ容 易 二乳 剤 トナ リS

型 ト認 メ ラvシ モ ノ・:・・シテ、 材料 全 例 ノ約1離

(25例)二 於 テ蛋見 セ リ。 サ レ ドコ レ等S型 集 落

ハ殆 ン ド絃 テ ガ培 地 ノ凝 水 二近 キ下 孚部 二嚢 育

シタル モ ノ或 ノ、恐 ラ ク喀疾 、 膿 汁 或 ノ、組 織 ノ自

家 融 解酵 素 ニ ヨ ゾ多少}モ 融 解 軟 化 シ タル モ ノ

ト思 シキ培 地 二嚢 育 セ シモ ノナ リ。 コ レ等S型

集 落 テ新 シキ培 地 二植 次 グニ必 ズR型 トナ リ、

S型 ラ累代 保 チ タル モ ノナ シ。 カカ ルー 時 的 ノ,

不 安 定 極 ルS型 ト錐 モ喀疾 、 膿 汁 、 盟 液 及 ビ組

織 二就 テ ソ ノ装 見 率 ヲ比 較 ス ル ニ殆 ン ド相 互 二

差 テ認 メ ズ、 即 チ或 ルー 定 ノ材 料 ヨ リ特 二 多歎

ノS型 テ分 離 シタ ル ガ如 キ傾 向 ラ覗 フ コ ト得 ザ

リキ。'
、

第二節 喀疾 ヨリ=分離 シタル非病原性抗酸性菌

前節二於 ケル實験中喀庚 ヨリ非病原性抗酸性菌

15株 ヲ」分離 セリ(第4表)cコ レ等 ノ菌 テ夫 、々

R6mer氏 反慮陰性 ノ梅獲1頭 ニ ツ キ10乃 至

20mg宛 大腿内側皮下`'t圭射 シ2ケ 月後二剖検

セシニ結核 テ謹明セザリキ。結核 ニアラザルモ

ノ ト映定セシ剖検所見・pu2ajアリ。其1ハ 鼠践

腺及 ビ後腹膜腺 ラ始 メ其他 ノ淋 巴腺 ノ肥大 テ認

メィ、脾臓、肝臓及 ビ肺臓二肉眼的二結核 ト決

定 軌得ル愛化 テ何等認 メザル揚合即チ肉爵艮的二

全 ク愛化ナキ場合ニシテ、其2ハ 非病原性抗酸●

性菌 ノ非進行性異物作用二基 クモノト考ヘザル

ベカラザル憂化 テ謹明スル場合ナ リ.即 チ後者

轟於 テハ接種部位二膿瘍テ形成 シ、後自壌 シ極

メテ小ナル潰瘍 ラ残 シ、而 シテ剖検時所島淋巴

腺 ノ軽度 ノ腫脹ラ謹明スルモ乾酪痩性ナク、 ソ

ノ他 ノ淋巴腺及 ビ内臓二全 ク痩化 テ謹明セザル

揚合アリ、他方カカル壕種部位二於ケル膿瘍形

成 テ全 ク認 メズ シテ剖検時二脾臓 ハ極 メテ疑ハ

シキ程 度 ノ肥 大 及 ビ泰 面 ノ粗 槌 テ呈 ㍉ 肺 臓 論

1・2個 ノ 粟粒 結 節 檬 ノモ ノ ラ 認 ムル モ 絡 テ ノ

淋 巴腺 二於 テ胆 大 ヲ謹 明 ス ル コ ト能 ノ・ザ ル揚 合

ア リ。 コ レ 等 ノ 愛 化 ノ・10乃 至20mgノ 結 核

菌 ヲ接 種 シ2ケ 月 経 過 シタル所 ノ進 行 性 結 核 性

攣 化 トハ甚 シク越 ラ果 ニス ル モ ノニ シテ、 著 者

ハ 結 核 ニ ア ラザ ル モ ノ ト認 メ タ リ
.カ ク ノ如 キ

攣 化 ヲ謹 明 セ シ菌 株 ハ3例 ・=vaギ ザ リキ。 而 シ

テ該3株 ノ・培 養 世代 テ重 ヌ ル ニ及 ビ テ}kept ・:・・全

ク慶 化 テ惹 起 セザ ル ニ 至 レ リ
。 上 記 非 病 原 性 抗

酸 性 菌 ノ分 離1ケ 月 目 …於 ケル集 落 ノ大 サ バ嚢

育 早 ク シテ甚 グ大 ナル モ ノナ キ轟 ハ ア ラザ リシ

モ・ 大 部 分 ノ例 ラ於 テハ粟 粒 大 ニ シテ結 核 菌 ノ

"分 離1ケ 月 目二於 クル集 落 ノ大 サ ト差 テ認 メザ

リ キ。 注 目 スベ キハ集 落 ノ性 朕 二於 ケ ル結核 菌 茅

トノ著 シ キ差 異 ナ リ
。 即 チ蒲 原 性 抗 酸 性 菌 ノ・

分 離 直後 ノ集 落 ハ 勿 論累 代 「グ リセ リ ン」寒 天

弟植 次 グ モ漁 潤 シ全 ク容 易 子乳 剤 トナ
ス ゴ トテ
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舞4表 喀褒詞 券離セシ非病原性抗酸性菌

a

■

番號
,

「
患 者膣 鞍義 叫 隔 痴 氏染色服 丁 蓄ω 長1

1

}
1■ 短 剣 均等一触 ㎞一襲癩 粒ヲ認メズ『 降 緊 温

9胃

0り

■ 、櫛}臨 一 輔 粒ヲ継 脚:1:
■!髄 レ,{

4 ■i髄 巨 等一一 一染欄 ヲ継,}羅1

5 哩 髄 瞳筆葬総 轟 麟 誕 陽射1:1
6 ■ 覆 色 陶 事 蹟 ㎞一染残 顎紐ヲ認ム 隊 蟹:9

…

7 一i輪 帯=一 環 ラ入継 明 室1:8、

8 ■;髄:聯 一 一梁瀬粒ヲ継 ダ 曝 躍:§

9 ■ 瞳 色;塘 一 脈 飴隠 染ラズ瀬 粒糊 ・精 §:l
E

10
1一一;.

・■ 瞳 色iE

11 ■ 疲 色{均等一触 ㎞一輔 翻 ヴ …糊:8"〆

12 ■ …白色騰 齢 礫 蠣粒酬 匿ll§ ・
13 ■i灘1壕 一 一染蝋 型 ズi糊:1

14 ■ 淡離 静 一 禰 粒継{霜 二毒
ユ5

1

、■, 狛 色 幽 等一脈廊鵬 梁瀬 粒ヲ認ダ.;矯1:8

得 デ長 クS型 ノ性 質 ラ失 ノ、ザ リキ。 立 石株 二於

デ 》、偶 丸葉 落 穂 ≧乾燥 セ シ場 合 ア リシ モ必 ズ極

メテ容 易 二乳 剤 トナ ス コ トテ得 タ リ.田 中株 二

於 テノ・偶 ぐ乳 剤 トナ シ難 キ場 合 ブ リ シモ集 落 ハ

粘 液 状 ニ シテ甚 ゲ粘 り強 シ。 カ ク ノ如 ク精 気趣

ヂ契 ニ セ シキ ノノ、以 上 ノ2株__..過 ギザ リ シモ、
み ち

、コ ノ2株 キS型 三厩 ス ル ノ・明 ラ カナ リ。鮮 カナ

冤榿 色 系 統 ノ菌 株 バー 見 シテ結 核 菌 ニ ア ラザ ル 誰

ヲ疑 ハ シ ム ル ノ、勿 論 ナ レ ドモ 白色 乃 至 黄 色 系統

ノ粟粒大集落ハ結核菌 ノ集華 トノ匠別困難ナ

外
分離 セシ當初 ヨリ結核菌二化 シテ嚢育 ノ明ラカ
ニ遽 カナルモノアリタレドモ、大部分 ノ菌株 ノ

魏響垂簾 菌夏鵠議誓諮;ず 翰署一
知二結 核 菌 ㍗差 テ認 ムル ニ 至 レ リ。'又 コ レ等 非

病 原 性 菌 ハ何'レモ室 温 二:於ケ ル増 殖 テ明 ラ カニ

認 メ タ リ。.

Ziehl-Neelsen氏 染 色 所 見i菌 長 、 抗酸 性 及.`y-

抗 煮 沸 性11")二於 テ結 核 菌 ド同然 タル 差 テ認 ム ル

コ ト能 ハ ザ リ キ。Zfehl-Neelsen氏 染 色所 見

及 ビ菌 長 ハ第4表__..示 セ リ。 非 病 原 性 抗 酸 性 菌

二於 テ モ菌 艦 内 二穎 粒 テ澄 明 セ ズ均 等 ユ染 色 サ

レ結 核 菌 ト長 サ ヲ異 ニ セ ザ ル モ ノ少 ナ カ ラザ ル
夢

ノ・注 目 ズペ キ ナ リc3%盤 酸rア ル コ ー ル」二・…ヨ
リ

ツ5分 間 ニ テ脱 色 セ シモ ノ八 田 村 、 立 石 及 ビ 田 睡

中 ノ3株 エ シテ他 ハ 線 ケ15分 以 上作iサ ス モ

脱 色 明 ラ カ ナ ラズ 。3%硝 酸 「アル コーール」及 ビ

3%酪 酸 「アル コー ル」ヲ3分 間 作 用 サ スモ脱 色

甚 ダ不 完 全 ナ リ。 抗 煮 沸 性 二於 テハ 煮 沸5分 間

晶 テ脱 色 セ シ モ ンハ 田t#
、 田中 及 ビ立 石 ノ3株
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ニシテ他ハ線 テ5分 間以上、北村株晶於テハ15

分間以上テ要 セリ。

培地1本 二就 キ登見セシ非病原姓抗酸性菌 ノ集

落ハ多 クトモ3個 前後ニ シテ、5個 以上畿見 セ

シコトナ久 同一一材料 テ5乃 至10本 ノ培地 二

塗抹 セシニ全培地中 ヨリ僅 力1・2個 ノ非病原性

抗酸性菌 ノ集落ラ嚢見 スルニ止マリシ揚合屡 ㌃

ナリキ。因二結核菌ノ集落ノ・鏡検陰性 ノ材料 ト

難モ培地1本"一 就 キ50個 前後ヲX見 スル コ ト

少 ナカラザ リキ。

第三章 総括及ビ考按

結 核 菌 ハ入 禮 内 ム於 テ繁 殖 シ病 原 性 テ爽 揮 シツ

ツ アル 時期 ラ以 テ病 原 菌 トシテ ノ最 モー 般 的 ノ

歌 態 ニ アル モ ノ ト認 ムベ シ.從 ツ テ結 核 菌 集 落

ノ本 來 ノ形 態 ヲ覗 ハ ンニ ハ生 艘 内 二於 テ嚢 育 シ

ツ ・アル 菌 ラ嚢 育 二最 モ適 セル培 地 二分離 セ ル

初代 ノ集 落 ラモ観 察 セザ ル ベ カ ラ ズ。 著 者 ハ結

核 菌 ノ嚢 育 二最 モ適 セ ル入 工 的 條 件 ノー ツ トシ

テ岡 、片 倉 氏 培 地 ヲ選 ビタ ル モ ノナ リ。上 述 ノ如

ク喀疾 、膿 汁 ゐ艦 液 及 ビ組 織 ヨ リ結 核 菌 テ分 離 培

養 セ シー:累代S型 ヲ保 ツ所 ノ安 定 ナ ルS型 テ分

離 ス ル コ ト能 ノ・ザ リキ。 而 シテ分 離 培 養 ノ切 代

・s・於 テー 時 的 二S型 デ示 セ シ集 落 テ登 見 セ シ例

ハ全 例 ノ1劇 テ過 ギ ザ リキ。 即 チR型 テ登 見e

シ例 甚 ダ多 キ ガ故 二結核 菌 ・=於テハR型 ヲ以 テ

本 型 トナ ス徒 來 ノ考 ヘ ヲ支持 セ ザ ルベ カ ラ ズ。

而 シテ最 モ屡{護 見 サ レシバVI型 ナ リ シテ以 テ

本 來 結 核 菌 ノ集 落 ハ球 駄 ニ シ テ表面 粗 結 ナ ル テ

特 徴 トスル モ ノ ノ如 シ。 サ レ ドSmithburnGi)

等 ハ分 離 培 養 二於 ケル硫酸 ノ慮 置 ハS型 ノ登 育

テ抑 制 スル モ ノナ リ ト螢 表 セ リ。 著 者 ハ 目下雑

菌 テ含 マ ザ ル種 々 ナ ル材 料 ヨ リ硫 酸 テ作 用 セ シ

メ ズ直 接 二結 核 菌 テ岡、 片 倉 氏 培 地 二培 養 シッ

ヅ ア リテ詳 細 ノ、後 報 二待 タザ ル ベ カ ラザ レ ドモ

,未 ダS型 ラ ヨ リ多 ク嚢 兇 スル コ ト能 ハ ズ。

結 核 菌 ノS型 及VR型 ノ免 疫 生 物 學 的 性 状 ノ研

究 α2胴少 ナ キ帯 ノ・ア ラザ レ ドモ 結 核 症 ノ病 理 ト

ノ實 際 的 交 渉 ハ未 ダー般 的 二認 メ ラル ル域 二蓬

セザ ル モ ノ ノ如 シeコ レ實 轟 安 定 ナルS型 株 テ

得 ル コ トノ困 難 ナ ル黙 及 ビS型 テ安 定 セ シ メ置

ク適 當 ナ ル培 地 二 關 スル研 究 繭充 分 ナ ラザ ル黙

昌 基 クベ シ。 著 者 ノ成 績 二基 ケバ岡 、片 倉 氏 培

地ハS型 結核菌 ノ培養ニハ満足ナラザ雪宅 ノノ

如 シ。

結核菌ノ、発疫無キ新鮮病竈 二於テ ハS型 トシ

テ、免疫生 ジタル陳薔病竈二於 テノ、R型 トシテ

褒育 スルモノナルベシトハ青山博士(t5}等ノ唱へ

來 レル所ナ ソドモ、著者 ノ威績 デ考察 スルニ陳

藷ナル病竃 ノ産生物 タル喀疾及ビ寒性膿瘍 ト新

鮮ナル蓮行性病竈 テ作 リヅツアル實験的結核海、

猿 ノ臓器組織 ノ間二於テー時的 ノ不安定ナルS

型i・agモS型 ノ嚢見率二差 テ認 ムル コト能ハザ

リキ。更 二實駿的研究 二工夫テ要スベシ。

本實験二供 セシ喀疾ハ線 テ停止性或ハ漕伏性 ノ

肺結核患者 ノミヨ旦探取セシモノナルヲ以テ肺

結核 ノ病勢 ト分離 セシ結核菌 ノ集落性状 トノ關

係テ覗 フコト不可能 ナリ。

結核菌 ト非病原性抗酸性菌 トヲ簡便二鑑別セン

ガ爲二種 々ナル染色法考案 サレタルモ決定的晶

ハ動物實験 二待タザルベカラザルハ周知 ノトコ

ロナリ。近時抗煮沸性 テ検 スル方法推奨サル。

著者 ノ成績ニヨレバ非病原性抗酸性菌ハスベテ

典型的 ノ安定 セルS型 ニ シテ累代人工培養 テ重

ヌルモs型 ノ鰍 映 フコトtY ・他聯 核菌
ハS型 チ累代保 ツハ恐 ラク極 メテ稀 ナル例外晶

馬 スベ シ。帥チ結核菌(入 型〉ハR型 テ、非病原

性抗酸 性菌ノ・s型 ヲ本型 瑠 ムルラ得.故 喋

落 ノ肉眼的観察ニヨリ結核菌 ト非病原性抗酸性

菌 壇 然的二鑑別 シ得ベシ.コ レ晶加へ嚢育速

度及 ピ色素産生撒態モ大 イニ参考 トナルベ シ。
郎チ上述 セシ所ノ・近時臨殊上廣 ク實施サルル轟

至 リシ結核菌 ノ培養試験 一於 テ非病厘性抗酸性

菌 ノ肉眼的蓋然的鑑別 ノ可能 ナルテ意味 スルモ
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ノ ナ リ 。 。

結核菌ハ培地1本 二就 キ50個 前後 ノ集落 テ嚢

見スルゴ ト少ナカラザリシ轟、非病原性抗酸性

菌ハ培地1本 二就 キ5個 以上 ノ集落 テ登見セシ

コ トナカリキ。著者 ノ分離培養條件 二於 テ材料

申 ノ非病原性抗酸性菌ヴ線 テ獲育 スルモノナ

リヤ否ヤノ・不明参レドモ、喀疾中ニハ塗沫標本

ノ鏡検ニヨリ容易二畿見サルル程多薮二非病原

性抗酸 性菌ノ、存在 セザルニアラザランカ、而 シ

テ集菌法seリ 僅 力1.2個 ノ抗酸性菌 ヲ嚢見セ

シ揚合二於 テ非病原性抗酸性菌 ラ疑 フノ、大 イニ

意義 や レベ シ。

第五章 結 論

(1)結 核 菌 ラ有 ス ル喀疾 、 膿 汁 、燈 液 及 ビ
'

組 織 ヨ リナ ル材 料146例 ヨ リ結 核 菌 テ岡 、 片 倉

氏 培 地 二分 離 培 養 シタ ル ・=.累代S型 ヲ保 ッ所 ノ

安 定 ナ ルS型 ラ分 離 スル コ ト能 ハ ザ リ キ。 而 シ

テ分 離 培 養 ノ初代 一=一於 テー 時 的 工S塑 テ示 セ シ

集 落 テ蛮 見 セ シノ、材 料 全 例 中25例 ナ リキe

(2)1喀 疾 ヨ リ非 病 原 性 抗 酸 性 菌15株 テ分
ジ

離 セ リ。 コ レ等 ハ全 部 安 定 セルS型 ニ シテ累 代

培 養 テ重 ヌル モS型 ノ性 駄 テ失 フ コ ト ナ カ リ

キ。

(3)(1)及 ビ(2)ヨ リ結核菌(人型〉・:ny・於テ

ハR型 ヲ、非病原性抗酸性菌・=於テハS型 ヲ本

型 ト認ム可キナリ。

(4)集 落 ノ肉眼的観察 ニヨリ結核菌 ト非病

原性抗酸性菌デ蓋然的二鑑別 シ得ベシ。

欄筆二臨 ミ御指導 ト御校閲 ヲ賜ノ・リシ院長岩佐

博士及 ビ副院長渡遽博士二謝意 ラ表 ス。

爾ホ御校閲 ノ榮 筆賜ハリシ=有馬研究所長有馬博

士及 ビ御鞭燵 ラ賜 リシ前院長太縄博士二謹 ンデ

感謝 テ捧 グ。
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